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編集後記

法科大学院制度が発足して､ 早､ ５年が経過しようとしている｡

制度自体の設計に関する準備不足から､ この５年間は､ 試行錯誤の

連続であり､ 法科大学院関係者には､ そのため多大の負担がかかった｡

中京大学法科大学院も､ 無事５年が経過し､ 教授も学生も試行錯

誤の中で奮闘してきた｡ また､ 無事､ 第三者評価機関による認証評

価も終え､ 一つの大きな区切りを迎えているといえよう｡

しかし､ 社会的には､ 定員削減問題や合格者数の減少要求という

嵐が吹き荒れており､ 法科大学院号の船旅は厳しさを増している｡

そういう中にあって､ 今号も､ 本誌の刊行に漕ぎ着けたことにつ

いて､ 多くの関係者に感謝の意をここで表したい｡

なお､ 巻頭の小栗論文は､ 小栗先生のライフワークとも言える残

留孤児問題の最後の小片である｡ 小栗先生は､ ３年間の実務家教授

の後､ 客員教授となって２年間､ 中京大学法科大学院の一翼を担っ

て頂いた｡ この５年をもって､ 直接的な科目担当等は終えられるが､

今後も､ 研究所の法律相談事業等にはお力を貸していただけること

になっており､ 感謝の念に堪えない｡


